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	 作家の文体を特徴づける重要な要因として文の構文構造に焦点をあてる．とりわけ，代表的な日本の近代文
学作家の作品を構成する各文の係り受け構造に着目し，作家の文体の特徴や類似性がどのような構文構造に反
映されているのかを明らかにする．	
	本研究では，係り受け木の構造分析のため，木を構成する部分構造（素性木，部分木）に着目する．木の部
分構造による特徴づけには，その作家のみが多く用い，他の作家はあまり用いないような部分構造を作家の特
徴とするアプローチと，他の木あるいは木の集合に出現する部分構造との比較により作家の特徴づけを行うア
プローチ，木を素性とする線形分類器で分類平面を作り，重みの大きい木を作家の特徴とするアプローチが考
えられる．この 3 つのアプローチを用い，作家の特徴を表現する係り受け木構造の特徴づけを行う．	
	 その作家のみが多く用い，他の作家はあまり用いないような部分構造を作家の特徴とするアプローチでは，
その作家が用いる部分構造の出現頻度と，ほかの作家が用いる部分構造の頻度から，木に重み付けを行い，値
の大きな木から作家の特徴を表現する木を取り出すことを試みる．その結果として，（1）重みの大きい木を，
作家の特徴と言えるような，その作家に広く使われるような木の特徴とすることは難しい．（2）しかし，重
みの大きい木に対し人手で分析し，共通点などを見出すことで，例えば，芥川はノードを直列につなぐ部分構
造の重みが大きいなどの特徴を明らかにする．	
	 他の木あるいは木の集合に出現する部分構造との比較により作家の特徴づけを行うアプローチには，木カー
ネルと，部分木の出現頻度を反映する情報量木カーネルを用いて，作家の特徴を表現する構造を取り出すこと
も試みる．木カーネルと情量木カーネルを用いた日本語作家の特徴づけでは，日本を代表する 31 作家の文を
用いた評価実験を行う．とりわけ，芥川と太宰・宮沢・夏目・新美の文豪 5 作家それぞれに特徴的な係り受け
木を見出す．文豪 5 作家の結果として，（1）芥川：深い部分木を持つ係り受け木構造の文を比較的多く書く，
（2）夏目：他の作家に比べて，同一の部分木構造を 1 つの文に複数回用いる，（3）太宰：単語数が多く，木
の深さが浅く単語を並列に並べる，（4）新美と宮沢：新美は文節間距離が小さく頻出する係り受け構造を多
く使用し，特徴的な係り受け構造は少なく，宮沢は短い文のなかに様々な構造の係り受けを用いる文を書くと
いう構文上の特徴があることが明らかとなる．また，文豪 5 作家以外の結果として，片山は 2 文になり得るも
のを 1 文にまとめて重文あるいは複文として書くという特徴などが明らかとなる．	
	 木を素性とする線形分類器で分類平面を作り，重みの大きい木を作家の特徴とするアプローチには，	
木カーネルと SVM を用いる手法と，部分木を素性とし，それを弱学習器とする boosting テキスト分類アルゴ
リズムである Bact を用いる手法をとる．その結果，（1）単語情報を落とした本研究の枠組みでは分類性能は
でず，（2）重みの大きい木に着目し，人手で分析することで，作家の特徴と言えるような，その作家に広く
使われるような木の特徴を捉えることは可能である．（3）また，Bact では使われる木の種類といった観点な
どから作家の特徴を捉えることはできることが明らかとなる．	
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